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紹

介
野
田
尚
史
・
高
山
善
行
・
小
林
隆
編
﹃
日
本
語
の
配
慮
表
現
の
多

様
性
︱
歴
史
的
変
化
と
地
理
的
・
社
会
的
変
異
︱
﹄

ダ
ニ
エ
ル
・
小
林
ベ
タ
ー

本
書
は
配
慮
表
現
︵
相
手
に
悪
い
感
情
を
持
た
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

の
表
現
︶
に
つ
い
て
の
︑
専
門
分
野
の
異
な
る
十
六
人
に
よ
る
共
同
研
究
で

あ
る
︒
論
文
集
と
い
う
形
式
に
な
っ
て
い
る
が
︑
そ
れ
ぞ
れ
が
第
一
部
で
示

さ
れ
た
研
究
方
法
の
枠
組
み
に
添
っ
て
書
か
れ
て
い
る
た
め
︑
強
い
一
貫
性

が
あ
る
︒
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
︒

第
一
部

配
慮
表
現
の
多
様
性
の
概
要

配
慮
表
現
の
多
様
性
を
と
ら
え
る
意
義
と
方
法

野
田
尚
史
／
配
慮
表
現
の

歴
史
的
変
化

高
山
善
行
／
配
慮
表
現
の
地
理
的
・
社
会
的
変
異

小
林
隆

第
二
部

古
代
語
の
配
慮
表
現

奈
良
時
代
の
配
慮
表
現

小
柳
智
一
／
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
依
頼
・
禁
止
に

見
ら
れ
る
配
慮
表
現

藤
原
浩
史
／
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
受
諾
・
拒
否
に
見

ら
れ
る
配
慮
表
現

森
野
崇
／
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
感
謝
・
謝
罪
に
見
ら
れ

る
配
慮
表
現

森
山
由
紀
子

第
三
部

近
代
語
の
配
慮
表
現

室
町
・
江
戸
時
代
の
依
頼
・
禁
止
に
見
ら
れ
る
配
慮
表
現

米
田
達
郎
／
室

町
・
江
戸
時
代
の
受
諾
・
拒
否
に
見
ら
れ
る
配
慮
表
現

青
木
博
史
／
室

町
・
江
戸
時
代
の
感
謝
・
謝
罪
に
見
ら
れ
る
配
慮
表
現

福
田
嘉
一
郎
／
明

治
・
大
正
時
代
の
配
慮
表
現

木
村
義
之

第
四
部

現
代
語
の
配
慮
表
現
の
地
理
的
・
社
会
的
変
異

現
代
語
の
依
頼
・
禁
止
に
見
ら
れ
る
配
慮
表
現

岸
江
信
介
／
現
代
語
の
受

諾
・
拒
否
に
見
ら
れ
る
配
慮
表
現

尾
崎
喜
光
／
現
代
語
の
感
謝
・
謝
罪
に

見
ら
れ
る
配
慮
表
現

西
尾
純
二

第
五
部

現
代
語
の
配
慮
表
現
の
多
様
性

談
話
の
構
成
か
ら
見
た
現
代
語
の
配
慮
表
現

日
高
水
穂
／
携
帯
メ
ー
ル
に

み
ら
れ
る
配
慮
表
現

三
宅
和
子

敬
語
の
よ
う
な
文
法
形
式
の
他
に
︑﹁
す
み
ま
せ
ん
が
﹂
な
ど
の
前
置
き

表
現
︑
更
に
メ
ー
ル
な
ど
に
絵
文
字
や
顔
文
字
も
含
ま
れ
る
が
︑
本
書
は
こ

れ
ら
の
よ
う
な
多
様
な
表
現
を
取
り
上
げ
る
方
針
と
な
っ
て
い
る
︒
コ
ー
パ

ス
調
査
が
不
可
能
な
対
象
に
対
し
て
︑
文
献
や
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
に
お
け
る
談

話
と
そ
の
社
会
的
文
脈
の
緻
密
な
読
み
に
基
づ
く
語
用
論
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

が
と
ら
れ
て
い
る
︒
資
料
的
制
約
も
あ
っ
て
︑
配
慮
表
現
の
研
究
に
は
こ
れ

ま
で
通
時
的
観
点
は
ほ
と
ん
ど
導
入
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
︑
本
書
で
は
第

二
部
よ
り
第
四
部
に
か
け
て
︑
配
慮
表
現
の
歴
史
的
変
化
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
︒
地
域
差
や
社
会
的
地
位
の
差
に
よ
る
表
現
の
変
異
も
時
代
毎
に
指

摘
さ
れ
て
い
る
︒
第
五
部
は
配
慮
表
現
の
幅
広
い
変
異
に
注
目
し
︑
会
話
と

携
帯
メ
ー
ル
の
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
を
資
料
と
し
て
談
話
参
加
者
の
年
齢
差
や
性

差
︑
出
身
地
の
差
︑
親
疎
の
差
な
ど
様
々
な
視
点
か
ら
用
法
を
分
析
し
て
い

る
︒今

後
の
更
な
る
研
究
を
促
す
刺
激
的
な
一
冊
で
あ
る
︒

︵
く
ろ
し
お
出
版
︑
二
〇
一
四
年
六
月
︑
三
二
六
頁
︑
三
︐
七
〇
〇
円
︶

︵
だ
に
え
る
・
こ
ば
や
し
べ
た
ー

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
︶
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